
【態度目標】しゃべる、質問する、説明する、動く、協力する、貢献する

【内容目標】空間におけるベクトルについて理解できる。
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□空間のベクトル

　空間のベクトルは，空間内の有向線分で，その位置を問題にしないで，

向きと大きさだけを考えたものであり，有向線分で表されるベクトルを
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と書き表す。

　つのベクトル， が等しいのは，これらのベクトルの向きが同じで，

大きさが等しい場合である。

　例えば，右の図の直方体において，

　　　　，　

である。

　空間のベクトルの加法，減法，実数倍や単位ベクトル，逆ベクトル，零ベクトルなどは，平面の場
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合と同様に定義され，次のことが成り立つ。

　

　また，空間のベクトルの平行についても，平面の場合と同様に，次のことが成り立つ。

 

  

平行な空間のベクトルは

同じ平面上にあるので

平行な平面ベクトルでもある

　空間の点，，，について，ベクトルの和，差や零ベクトル，逆ベクトルの性質をまとめる

 
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単位ベクトルも平面と同様にして
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などと処理できる

と，平面ベクトルの場合と同様に，次のようになる。
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結合法則の取り方によっては

別なとき形も可能

例２）空間の点，，，について，次のことが成り立つ。

　　　　　

　　　　　　   

　　　　　　  

　　　　　　　　
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図形問題のポイント【超重要】

１．始点をそろえる

２．基準となるベクトルに統一する

１．この問題なら始点は

２．に統一する
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　下の図のように，向かい合った組の面が，それぞれ平行であるような六面体を平行六面体という。

平行六面体のすべての面は，平行四辺形である。

例３）平行六面体において，

　　　，，とする。

　　　　

　　　　　　　

　　　　

　　　　　　

　　　　

逆ベクトルにしたら符号を変える
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　　　　　　

　　　　　　　

　　　　　　　　　
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□ベクトルの分解

　点，，，は同じ平面上にないとし，，，とする。このとき，

１次結合の形

平面のときは

 

任意のベクトルは，次の形にただ通りに表すことができる。

　　　　　　　　ただし，，は実数

　となる点をとる。点，，の定める平面をとし，

　からに平行な直線を引き，平面との交点をとすると

　　　　　　　　　　　……①
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



一直線上にない点，

，を通る平面は，ただつ

定まる。この平面を，平面

ということがある。

　ベクトル， は平行でないから，平面上で考えると，は

　　　　　　　　　　　，は実数

　の形にただ通りに表すことができる。

　また，であるから

　　　　　は実数

　とただ通りに表すことができる。

　よって，①により，は次の形

　にただ通りに表すことができる。

　　　　　　    　　ただし，，は実数　　　　　

【注意】のこのような表し方は，ただ通りであるから，次のことが成り立つ。

「は実数で⇒」が成り立つならば，

　　　「つのベクトル，，は次独立である」といえる。

　　　また「点が同じ平面上にない」ともいえる。

　　　　　　     ， ， 
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